平成２４年度

　　　　　　芦安小学校前期学校関係者評価書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２４年９月３日（月）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　芦安地区学校関係者評価委員会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委員長　　松　本　賢　司

１　経　過

　　第１回芦安地区学校関係者評価委員会　　　

日時　平成２４年８月３１日（金）　１９：３０～２１：００

　　　場所　芦安小学校多目的ホール
２　参加者
	№
	氏　名
	役　職　名
	出席

	１
	秋山　栄男
	芦安子を守る会会長
	

	２
	伊東  義巳
	木工指導者　民宿よしみ経営
	

	３
	倉園　哲也
	芦安小学校ＰＴＡ会長
	

	４
	清水　 実
	南アルプス市議会議員
	

	５
	松本　賢司
	芦安中学校ＰＴＡ会長
	委員長

	６
	森本　章雄
	芦安地区学校応援団代表
	

	７
	深澤　信臣
	芦安小学校
	校長
	

	８
	竹内　幸人
	
	教頭
	事務局

	９
	河住　悦久
	
	教務主任
	

	10
	輿水　哲男
	芦安中学校
	校長
	

	11
	小尾　一彦
	
	教頭
	事務局

	12
	伊藤　浩一
	
	教務主任
	


3 　学校側から提案された内容

　　　前期芦安小学校自己評価の分析と改善方策

①前期教職員アンケート結果
②前期児童アンケート結果
③考察及び改善策
４　協議された主な内容
　　（１）前期アンケート結果の質疑
　　（２）自己評価結果の意見交換
　　（３）自己評価結果を踏まえた改善方策の意見交換
５　芦安小学校の前期学校評価について出された意見

　・給食の挨拶は充分でないが、2・3年前より挨拶が出来るようになってきた。それは、朝の学校長による児童への声掛けや橋の花プランターの効果だと思う。
・「いじめ」については、きめ細かい対応が必要だと思う。また、学校規模が小さくても起こりえるものなので、これからも「いじめ」が起きないよう指導をお願いします。
・学力の定着やきめ細かな生徒指導が出来るよう、行事の精選をはかり、子どもにかける時間を確保して欲しい。
　・忙しい中ですが、ホームページの情報を更新していただけたらと思う。
　・田んぼの水として上水を時々使用しているが、河川の水を利用することにより地域住民の理解が得られるのではないか。
　・英会話の学習も大切であるが、基本的な学習が滞ることがないように努力をお願いしたい。
６　今後の小中学校教育の推進について


・本日の関係者委員の皆様から出していただいたことを、これからの学校経営・運営の中に反映し、教育活動を行っていきたい。
　・芦安小中での連携（授業・行事等）を継続できるように考え推進を行う。
７　その他について


・地域の活性化に向け教育課程（英会話科）だけでなく、住みたくなる様な条件整備（住居・交通網）　　　　　　　

を考えていくことが必要ではないか。

　・この夏実施したチロルの短期留学の参加が多く評判が良かった。他地区から芦安の地に興味が示されている。　
　・芦安地区の活性化に向け、チロルを活用して子どもたちの交流を図っていきたい。
８　評価・分析

　芦安地区学校関係者評価委員会において、前期自己評価書のアンケート結果より、１学期の学校の取り組みと児童の様子がわかった。給食のときの挨拶は充分でないが、以前に比べると自然に自分から挨拶が地域で、出来るようになって来た。これは日頃の学校の取り組みの成果だと考える。最近社会でも大きな問題になっている「いじめ」については、芦安小中学校の特色として、行過ぎた個人情報の保護は行わず、皆で問題を共有し解決することを芦安中理事会において、提案・承認されている。これは、保護者全員が理事であるという芦安小中ならではのものと思う。また、学校規模が小さくても起りうることなので、これからも「いじめ」が起きないよう、きめ細かい対応をお願いしたい。昨年の２学期から学力の定着のために行っている朝学習を継続していただくことと、行事の精選をはかり、子どもの学習・生活にかける時間を確保していただきたい。また、学校の特色とコミュニケーション能力の育成に向け取り組んでいる「英会話科」の推進のために子どもたちへの指導が滞る事がないようにしていただきたい。日々忙しい中だと思いますがホームページを更新していただきたい。
　　一人ひとりのこれからの進路選択の折、学習・生活・マナー等の総合的な「生きる力」を身につけ、やがて社会の中で生き抜けるよう教育活動に取り組んでいただきたい。
